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多面的協調性尺度の作成
―高校生のデータをもとに―
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【問題と目的】
登張・大山・首藤・木村・名尾（2012）は，協

調的な対人方略をとる傾向を示す項目を含む新た
な協調性についての質問紙を作成し，大学生対象
に調査を実施した。筆者らは，この大学生対象の
データを再分析し，25項目を選択して一部の項
目の表現を変更した質問紙を作成し，これを用い
て高校生対象の調査を行った。本研究では，この
高校生のデータの因子分析結果をもとに，多面的
協調性尺度を作成する。

【方　　　法】
１．大学生対象の調査
協力者：大学生男子237，女子260，計497名
調査実施：2011年12月～2012年１月
測度：協調性についての38項目　５件法
分析：38項目について因子分析（最尤法，プロ

マックス回転）を行うと４因子が抽出された。負
荷量の高い項目の内容から第１因子は協調的問
題解決，第２因子は調和志向，第３因子は非協調
志向，第４因子は協力志向と命名した（登張他，
2012から変更）。当該の因子負荷量が .35未満の項
目と，複数の因子の負荷量が同等となる項目，類
似内容の項目，表現が極端な項目を削除し，25項
目を選択した。
２．高校生対象の調査
　協力者：高校生男子325，女子380，計705名
　測度：上記の25項目のうち２項目の表現を若干
変更したものを用いた。
　調査実施：2014年２月

　【結果と考察】
　高校生データの25項目の協調性項目について，
因子分析（最尤法，プロマックス回転）を行う
と，大学生データの因子分析結果と類似した結果
となったが，第1因子は調和志向を表す因子，協
調的問題解決を表す因子は第2因子となった。ま
た，大学生データの結果で協調的問題解決因子の
負荷量が高かった２項目は，高校生データの結果
では，非協調志向因子の負荷量の方が高かった。
この２項目を除いて分析すると，大学生データの
結果で協力志向因子の負荷量が高かった「人間関
係を第１に考えて行動している」は，調和志向因
子の負荷量の方が高くなった。この項目と，調和
志向と協調的問題解決因子の負荷量が相対的に低
い２項目も削除し，20項目を選択した。この20項
目について確認的因子分析を行った（Table 1）。

注）高校生データ
　適合度は許容範囲内であると考えられる。因
子間相関は，協調的問題解決，非協調志向，協
力志向の３因子間がやや高く（rs＝－.58，.63，
－.61），調和志向と他の３因子間はやや低かった
（rs＝ .21，－ .32，.20）。
この因子分析結果をもとに，調和志向，協調的

問題解決，非協調志向，協力志向の４下位尺度か
らなる多面的協調性尺度を作成した。協調性の
様々な側面を表し，協調性の発達を検討するのに
有用な尺度ができたと考えられる。
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